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産業革命以降，化石燃料の大量使用などにより，大気中の
温室効果ガスの濃度が高まり続けており，地球温暖化の進行が
懸念されています。地球温暖化が原因と考えられる海面上昇
や，気候メカニズムの変化に伴う異常気象による被害の甚大
化など，人類にとって非常に大きな影響を及ぼす問題となっ
ています。先に開催されたCOP15（気候変動枠組条約第15回
締約国会議）においては，先進国，開発途上国を含めた参加
国による合意文書の採択には至りませんでしたが，各国のさ
まざまな利害関係を乗り越えようとする努力が見られました。
国内では，2020年までに温室効果ガスの排出量を1990年
比で25％削減するという，2013年以降の次期枠組みにおけ
る具体的な目標が新政権により示されました。2010年4月
からは，改正省エネ法や東京都改正環境確保条例が施行され
ることで，税金や補助金などの資金面でも政府を中心として新
たな制度設計がなされようとしています。
企業においては，このような世の中の動きに対して，サプ

ライチェーン（原料の調達から生産・販売・回収・資源化）
の各過程で地球温暖化抑制策を強化し，市場の動きに迅速に
応えようとしています。また，消費者はその消費スタイルを
変えつつあり，製品の機能・性能・コストだけではなく，環

境にどれだけ配慮されているかが重要な選択基準となってき
ています。このように，現在の社会は，「環境・省エネルギー」
が主要なテーマとなり，低炭素化社会の実現に向けて多様な
取り組みがなされています。
本特集では，地球温暖化対策のために企業や自治体などが
抱える問題に対して，日立グループの製品やシステムを用い
ることにより解決策を提供する環境・省エネルギーソリュー
ションについてご紹介いたします。
「technotalk」では，日立グループの環境・省エネルギーソ
リューション展開の最前線にいるメンバーが，地球温暖化対
策の動向と日立グループの強みを生かして取り組むべき課題
とこれからの方向性を提示します。
「overview」では，地球温暖化対策に関する国内外の最近の
動向を概観し，それに呼応する日立グループの取り組みを紹
介します。
続く論文では，まず，開始から10年を迎えたESCO（Energy 

Service Company）事業を中心としたエネルギーサービスソ
リューション事業について，その変遷と展望を述べます。また，
工場でのCO2排出量削減の具体的な取り組みとして，生産プロ
セスの廃熱を利用した吸収式ヒートポンプや，食品工場の排水
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処理バイオガスを利用したガスエンジン発電システムの導入事
例を紹介します。日立グループが長年の技術と経験を有する電
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して，電力系統を安定化させ需給バランスの適切な制御に欠か
せない技術として，今後普及が期待されています。さらに，日立
グループの持つ情報システムの技術や建物の診断技術を生
かして企業や自治体の環境経営をサポートする新しいサービス
として，改正省エネ法に対応した環境情報管理システム，およ
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びファシリティマネジメントと省エネルギーサービスを統合
したサービスを紹介します。また，国際的な地球温暖化対策
の一環であるCDM（Clean Development Mechanism）やカー
ボンオフセットを用いたサービス事業も取り上げました。
日立グループは，経済発展と環境保全を両立させる「持続

可能な社会」の実現に向けて，総合電機メーカーとして，幅
広い技術とグループ内の経験を生かしたトータルなソリュー
ションを提供し，お客様の課題解決に貢献していく所存です。
本特集が，地球温暖化対策にかかわる読者の皆様のお役に
立てれば幸いです。
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特集

地球温暖化対策に貢献する
環境・省エネルギーソリューション
大量のエネルギー消費によって支えられる， 豊かで便利な現代の生活。それは一方で， 
地球温暖化の進行， 資源の枯渇， 生態系の変化など， さまざまな地球環境の危機を招いている。
今後， より多くの人々が豊かさを享受できるようにするためには， 
経済発展と地球環境保全を両立させる持続可能な社会を実現しなければならない。
その前に立ちはだかる喫緊の課題が地球温暖化である。
日立グループの環境経営においても， あらゆる事業分野で温室効果ガスの排出を削減し， 
地球温暖化を抑制することが大きな柱となっている。
エネルギー分野のキー技術を活用した， 
省エネルギー・温室効果ガス排出削減に寄与するエネルギーソリューションの提供。
再生可能エネルギー， マイクログリッド・スマートグリッド， 環境経営を支援する情報システム， 
そして， より環境負荷の少ない製品の開発と， 
CDM（Clean Development Mechanism）やカーボンオフセットによるそれらの普及促進。
日立グループはさまざまな角度から技術を追求し， 地球社会の課題に挑んでいく。
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Information
日立グループの映像ポータルサイト「Hitachi Th eater」 http://www.fi lm.hitachi.jp/

日立グループは持続可能な社会の実現ための活動指針として「環境ビジョ
ン」を掲げています。この「環境ビジョン」では，「地球温暖化の防止」，「資
源の循環的な利用」，「生態系の保全」を重要な3つの柱として，製品の
全ライフサイクルにおける環境負荷低減をめざしたグローバルなモノづくり
を推進しています。人類共通の課題の解決に向け，日立グループの力を
結集し，一丸となって取り組んでいる活動を紹介します。

「Stories of Technology」は，日立グループのシンボルとも言える技
術や製品の変遷を紹介するシリーズです。今回取り上げるのは，「モー
タ」。1910（明治43）年，創業者・小平浪平と5人の職工たちが，試
行錯誤の末に，作り上げた5馬力モータ。多種多様なモータやインバー
タをはじめとする制御機器など，社会インフラを支える各種製品の開
発と生産を行ってきた，これまでの取り組みを振り返ります。

アイススレッジホッケーは，スレッジと呼ばれる専用のソリに乗って
行う，下肢に障がいを持つ人もできるように改良された競技です。ア
イスホッケー同様，ボディチェックが認められ，その激しさから「氷
上の格闘技」と呼ばれています。日本代表監督を務めるのが，日立製
作所の中北浩仁。代表チーム強化のために奔走する，中北監督の活動
を追ったドキュメンタリー映像です。

2009年12月，ロンドンで鉄道の開業セレモニーが開催されました。
英国首相はじめ，運輸大臣ほか政府高官，日英の関係者が多数参加し
た式典を飾ったのは，日立が納入したClass395車両です。鉄道発祥
の地，英国初の高速列車となるClass395の運行開始までの足跡，そ
して今後の展望について，関係者のインタビューを交えながらダイ
ジェストで紹介します。

「英国鉄道車両 CTRL線」Part II
日立の車両 鉄道の故郷へ

近日公開

「RESPECT & CONNECT」（前編）
アイススレッジホッケー日本代表監督　中北浩仁

近日公開

「電子の波でミクロの世界を見てみたい。」そんな動機から，日立グルー
プの先端研究の中核である中央研究所に入所した外村彰。電子顕微鏡
の研究を通して，企業における基礎科学に取り組みながら，世界初の
実験で新たな発見を次々に成功させていった外村の歩みをたどります。
前篇では，研究初期の「電子線ホログラフィー」の開発秘話や，世界的
発見となった「AB効果」の実証実験を中心に取り上げます。

誰も見たことのない世界を見る
日立製作所フェロー 外村彰（前篇）

Stories of Technology
社会と暮らしを支える駆動源─日立グループの原点，モータ技術

近日公開公開中

日立グループは，各社の特色を生かして教育分野におけるさまざまな社会
貢献活動を推進しています。その一つが，株式会社日立プラントテクノロ
ジーが行っている，主に小学生を対象とした環境・理科教室「英知ピー
ティー学園」。地域の理解と協力のもと，従業員みずからが講師となり，
定期的に全国の事業所で開催され，その活動は遠く海外へも広がってい
ます。今回は，2009年12月に同社松戸研究所に地元の小学生を招待し
て開催された，水環境をテーマにした授業の様子を紹介しています。

子どもたちの英知は未来技術への扉
環境・理科教室｢英知ピーティー学園｣

日立グループの環境ビジョン
持続可能な社会をめざして

近日公開 近日公開
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